岡山後楽園の紹介

岡山後楽園は「日本三名園」の1つとされています。岡山城の後ろに位置している広々とした後楽園は、岡山藩の4代目藩主である池田綱政（1638–1714）の時代に最初に造られました。後楽園は池田家が岡山藩の藩主を務めていた何代もの間にわたって、池田家にとってのくつろぎの源であり、余暇を過ごす場所でありました。そして、その景色の美しさは入念に保たれています。後楽園は外苑と合わせ14ヘクタールもの広さがあります。ここまで広くなったのは、江戸時代（1603–1867）の終わりまで続いた段階的に手を加えられたことによる結果です。後楽園の所有権は1884年に池田家から岡山県へと移され、それ以来後楽園は一般に公開されるようになりました。後楽園内にある建物の多くは第二次世界大戦の時の火事によって破壊されたり、自然災害によって損傷を受けたりしていますが、多くの建物が歴史的資料に基づいて修復されています。現代の後楽園を訪れて、その中を散歩すれば、近年の様々な新しい工夫や、後楽園の歴史的遺産の一部である特徴などの真価を見ることができます。

後楽園が特別なのはそこで見ることのできる様々な景色があるからです。後楽園は廻遊式庭園であり、様々な種類の建物やその他の興味深い場所などが点在しています。延養亭の茶室の東側からの眺めは明るく広々としており、そこからは、後楽園の芝生、池、そしてその向こうにある操山のドラマチックな借景が広がっています。後楽園には曲がりくねった小川や様々な組み合わせの木々や草花があり、全体として調和しながらそれらすべてがひとつに結びあわされています。江戸時代にはそこに住まった大名が建物の中から庭を眺めて楽しんだと考えられています。現在では、後楽園を訪れた人々が建物の前に立って同じ眺めを楽しむことができます。茶室やその他の建物は1年の決まった時期に一般へと公開されています。江戸時代に発展した庭のスタイルの廻遊式庭園である後楽園は、その道沿いや池の周りを歩き、丘を上り下りしながら、自然の眺めと音による楽しみがさらに引き立つように設計されています。

岡山後楽園は岡山県の県庁所在地である岡山市に位置しています。後楽園では1年を通して美しい景色を見ることができ、季節によって固有の見どころがあります。3月下旬から4月上旬までの春季は桜の木が見どころとなっています。6月のカキツバタや7月の蓮は夏季における呼び物となっています。庭園内にある稲田は春に植えられ、夏に手入れをされ、秋に収穫されます。庭園の木々の葉が人目を引く色へと変わる秋は、最も来園者にとって人気の時期の1つです。冬に訪れると、後楽園の色合いはよりくすんだものとなっており、稀に雪景色となることもあります。

アクセス
後楽園への正門は敷地の北西側にあり、岡山駅からバスで15分ほどの場所にあります。後楽園は岡山城から徒歩で5分ほどの南門からも入ることができます。

